
令和9年度県立高校入試
の変更点について

入間市教育委員会

家庭教育応援通信

２０２６年２月 1

・県が公立高校入試の情報を追加

・解答がマークシート方式に

・面接の流れと評価規準

・各校の選抜実施内容暫定版を公開



こんにちは

こちらは入間市教育委員会です

２０２５年１月の家庭教育応援通信で、

「埼玉県の入試について知ろう」と題し

て、これまでの入試制度の移り変わり等

についてお伝えしました。

今回は、令和９年度県公立高校入試

の変更点についてお伝えします。
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入間市マスコットキャラクター

「いるティー」



ア 調査書の様式変更と自己評価資料の提出

・調査書で出欠席や特別活動の記録が無

くなり、成績（５段階）のみに

・志願者が自身のことについて「自己評

価資料」として作成、高校へ提出

イ 面接を全ての志願者に実施

ウ 選抜の特色化

・共通選抜と特色選抜の導入

9年度入試の主な変更点
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埼玉県教育委員会から、県ホームページ

に、令和９年度入試についての新たな案内

が掲載されました。（令和７年８月）

今回の追加情報
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出題内容と出題形式

・国語の作文の扱い
・マークシート方式の
導入とサンプル問題

面接の形式や内容

・ねらい、形式、流れ、
評価規準など
・マイボイスについて
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「令和9年度埼玉県公立高等学校入学者選抜に関する情報」



出題の基本方針は、原則、現行どおりの予定

・ただし、国語の作文は出題しない

・英語のリスニングは実施予定

解答方法にマークシート方式を導入

・マークシート方式の問題が9割程度、記述

式の問題が1割程度になる予定

⇒全部がマークシートになるわけではない。

配慮が必要な志願者には変更もある。

出題内容と出題形式
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選択肢の中から正解を選び、解答用紙に

あるマークを塗りつぶしたものを、機械で読

み取って採点する方式の試験です。採点時間

を短縮し、人的ミスを減らす利点があります。

解答する際は、正しく塗る、塗り忘れない、

位置を間違えない等の注意が必要です。

マークシート方式とは
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県教育委員会は、過去の学力検査問題の一

部をマークシート方式に変更し、サンプル問

題として県ホームページに公開しています。

サンプル問題
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国語の問題例

同じ漢字をア～エの4つの選択肢から一つ選びなさい

小銭をサイフに… ア 商品のフカ価値を…

イ フダンから気を…

ウ 資金がホウフに…

エ 法律をフコク…



県教育委員会は、令和７年８月に、面接に

ついてのリーフレットを県ホームページに公

開しました。面接の形式は集団または個人で、

時間は1人当たり10分程度とのことです。

面接について
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１月２６日～２月９日

志願者は自己評価資料を作成し、そのコピ

ーを志望校に提出（本書は志願者が保管）

２月２５日 学力検査

２月２６日 面接

＜面接当日の流れ＞

入室⇒ＭｙＶｏｉｃｅ⇒質問・応答⇒退室
１分30秒～2分程度 3分30秒～6分程度

９年度入試での面接日程
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面接の始めに「My Voiceマイボイス」の時

間を設定します。（1分30秒～2分程度）

マイボイスは、志願者が中学校内外の活動

を振り返って自分の言葉で表現する時間のこ

とです。自己評価資料を参考にできます。

その後、面接委員（高校の先生）からの質

問に応答します。（3分30秒～6分程度）

My Voice(マイボイス）
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自己評価資料そのものは得点の算出には用

いません（採点外）。

面接では、学校内外での活動の経歴や役職、

大会等の実績、資格等を評価するのではなく、

取組の過程や意欲等（本人の意欲、身につい

た力、学びに向かう力など）について評価す

るとのことです。評価の観点、評価規準は、

県教委が定めています。

面接の評価
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前述の「面接についてのリーフレット」に

は、面接についてのＱ＆Ａなどもあって詳し

く説明しているので参考にしてください。

県のリーフレットを参考に
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＜県教委の評価の観点と規準＞

観点１ 主体的・協働的な学びの力

規準 これまでの自身の活動を振り返りながら、

持続可能な社会の創り手となるために、

主体的・協働的に学び続ける意欲を持っ

ているか。



観点２ 自らの人生や社会の未来を切り拓く力

規準 自分のよさや可能性を認識し、あらゆる他

者を価値のある存在として尊重しながら、

自らの人生や社会の未来を切り拓こうとし

ているか。

評価 ５～３の３段階

「５」大変優れたものとして評価できる

「４」優れたものとして評価できる

「３」評価に値する
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各高校は、共通選抜と特色選抜について、

次の３つの選抜方法の中から１つ選んで選抜

します。

共通選抜のみ実施

共通選抜と特色選抜を実施

特色選抜のみ実施

共通選抜と特色選抜
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各高校は、特色選抜を採用することで、自

校の方針や、学科・コースの特色に合う選抜

方法を独自に定めることができます

選抜の特色化とは
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得点算出の資料は、どちらも、「学力検

査」、「調査書」、「面接」です。ただし、

特色選抜では、「特色検査」を加えることも

できます。

最も大きな違いは、得点の算出方法です。

特色選抜では、学力検査、調査書、面接の得

点を、県の計算方法と異なる学校独自の計算

方法によって算出できるのです。

共通選抜と特色選抜の
違いは？
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特色選抜は、以下のようなことができます。

特色選抜では
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学力検査 傾斜配点ができる

学習の記
録

各学年の比率を独自に設
定できる

面接
県の規準で評価するが、
得点の算出方法は独自に
設定できる

特色検査
実技検査または作文（小
論文）を実施できる



特色選抜は、学力検査で傾斜配点ができま

す。例えば、数学を重視して150点にすると

か、英語を重視して200点にするとかです。

傾斜配点とは
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共通選抜 特色選抜

各教科100点
５科500点満点

各教科100点
3教科まで、150点ま
たは200点の傾斜配
点にできる



調査書の得点算出方法
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共通選抜 特色選抜

各学年の比率を、次
の①～③から選択
①1:1:1（135点満点）
②1:1:2（180点満点）
③1:1:3（225点満点）
この結果をさらに200
点、300点、400点の
いずれかに換算する

各学年の比率は各高
校が決める。
・比は整数で合計が10
を超えないこと

この結果に各高校が
定めた数をかけたも
のを得点とする。
・135点を下回らない
こと



調査書の何を重視するか
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例えば、共通選抜でも換算方法を変えて、

①１：１：１⇒3年間を通して評価

③１：１：３⇒3年での成績を重視して評価

200点に換算⇒学力検査の得点を重視

400点に換算⇒3年間の成績を評価

とできます。特色選抜は、さらに独自に算出

方法を設定して、どの部分の得点を評価する

か、より打ち出しやすくなったと言えます。



面接の得点算出
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面接でも、

共通選抜 30点満点か、２倍の60点か

特色選抜 30点に各校が定めた数をかける

また、「学校独自項目」を設定可

となっています。

ただし、調査書と面接の得点が、学力検査

の基本点（500点満点）の１.５倍を超えない

ことという制約はあります。



合格の割合は各校の裁量
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共通選抜にしても、特別選抜にしても、1

次選抜で一定の合格者を決めて、残りを2次

選抜で決定します。

例えば、1次では定員の７割について学力

検査を重視、2次では残り３割を調査書を重

視して合格させる、といったように各高校

が決めるのです。

例を見てみましょう。
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Ａ高校 Ｂ高校

両校とも学校選択問題、傾斜配点を採用してい

て学力検査重視です（Ａ校は２次も傾斜配点）。

ただ、調査書の扱いで、Ａ校は３年生の成績を

重視。Ｂ校は１、２年も評価、また２次では調

査書を学力検査と同じ比率で評価しています。



特色検査とは
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各高校は、実技検査または作文（小論文）を

実施できます。

・実技検査の内容は、令和８年５月公表予定

・作文の時間は、原則３０分～６０分、字数

は、原則６００字～１０００字

よく使われる４００字詰め原稿用紙で１枚

半から２枚半になります。



特別な選抜
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不登校の生徒などを対象とした特別な選抜

があります。

その場合、志願者は、自己申告書を提出し

ます。選抜の資料は、学力検査、面接、特色

検査（実施校のみ）の得点と、自己申告書の

内容になります。調査書は資料としません。

事前によく中学校と話し合っておくことが必

要です。



今回は、

令和９年度県公立高校入試についての変更点

と題して考えてみました。

令和7年12月に各高校の選抜方法が

暫定版として公開されています。

詳しくは、埼玉県のホームページで

確認できますのでご覧ください。

ありがとうございました。
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入間市マスコットキャラクター
「いるティー」


